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■ 会 長 挨 拶         柳原 寿男君
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ロータリーを
　 祝おう

 
 ロータリーの友７月号に「巡礼――ロータリー

１００年」と題して１９７４～７５年度３５８地

区（現２５８０地区）佐藤千尋パストガバナーが

書いておられます。その中でビチャイ・ラタクル

２００２～０３年度ＲＩ会長の話を、次のように

引用しています。 
 （１００周年はただ昔を回想するためにあるの

ではない。現在を見直す時だ――われわれは今ど

こにいるのか。何をしているのか。本当に正しい

方向に向かっているのか。単なる外向きの行為で

なく、われわれ自身の内面を見なさい。 
 近年のロータリーは最も重大な課題である職業

奉仕を無視してきた。われわれの職業生活はここ

のところずっと悪性伝染病で醜聞、腐敗にまみれ

ているではないか。これを認識することが大切な

のだ。世間は再び企業の運営とロータリーを含め

て、非政府組織の仕事ぶりに対して、その誠実度、

公明度に疑問を投げかけている。ロータリーはこ

んなにすばらしい仕事をした、世界最高の慈善団

体などと独りよがりの自画自賛をしている時では

ない。） 
 佐藤千尋パストガバナー自身は、ロータリーの

精神とは究極のところ欲望の自己制御でしかない。

そしてロータリーの目的は職業人としての人づく

りの一語である。人間存在の原点である「人と人

との間柄」も、無限に増殖していく欲望に良智、

良識の手綱をつければ美しく、楽しく保たれ

る・・・と。  原文をぜひお読み下さい。 
 さて、我々のクラブが当面問題としている会員

減少を、どうやって食い止めるかを考える時、ま

ずクラブが楽しく、自分のためにもなり、人のた

めにも尽くせるということを実感してもらうこと

だと思います。 
 会長の挨拶、幹事の報告だけではなく、多くの

会員が、短い発言でもいいから参加できるような

例会を願っています。 
 会長と会員の間に、話のキャッチボールがあっ

てもよいのではないかと考えています。 

■ 幹 事 報 告          宮川 邦光君 
● 「ロータリー財団セミナー」の開催のお知らせ

が届いております。 
日時：平成１６年８月２１日（土） 

ホテルアソシア静岡 １３時から 
会長、ロータリー財団委員長に出席依頼が来て

おります。 
● ロータリー財団地域コーディネーター上野孝様

（２５９０地区パストガバナー）より当クラブ

ロータリー財団委員長宛アンケートの依頼が届

いております。 
● ロータリー財団委員会から当クラブ財団委員長

宛に「地区補助金の申請書提出について」の書

類が届いております。 
● 「国際ロータリー第２６２０地区２００６～０

７年度ガバナーノミニー候補者推薦の件」の案

内がガバナー事務所より届いております。 
● （財）ロータリー米山記念奨学会より「２００

４学年度 米山奨学生名簿」が届いております。 
● 「ロータリーの友」の英語版の注文書が届いて
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おります。 
● 平成１６年度藤枝地区暴力追放推進協議会の総

会資料が届いております。 
● 他クラブより会報が届いております。静岡ＲＣ、

静岡北ＲＣ，静岡西ＲＣ 

■ 出 席 報 告         松葉 隆夫君 

本日のホームクラブ 
出 席 者 前回の補正出席者 

26／40 65％ 29／40 72.5％ 

(１)欠席者（事前連絡とメーキャップをどうぞ） 
○石垣君 ○岩﨑君 ○栗原君 ○桜井富君  
○杉山君 ○鈴木廣君 ○成瀬君 ○水野君  
浅川君 板倉君 仲田晃君 村松英君 望月志君 
(２)メーキャップ者 
柳原 寿男君（藤枝南）   

■ ビ ジ タ ー                            
中山 光郎君（静岡東）   澤脇 圭司君（島田） 
渡辺 哲朗君（藤枝南） 

■ 藤枝南ＲＣ会長挨拶       渡辺 哲朗君                        
今年度会長をおお

せつかりました渡辺

と申します。どうぞ

よろしくお願いしま

す。 

先週金曜日のうち

の例会に柳原会長さんがご挨拶に来ていただきま

したので、慣例どおり今日は私がご挨拶をさせて

いただきます。 

昨年度は私の叔父がこちらの会長として皆さん

にたいへんお世話になりました。 

今度はおいの私が南の会長をお引き受けする事

になりましたので、どうぞよろしくお願い申し上

げます。私のような若造が会長をやるのは１０年

早いと思いますが、南の場合は平均年令が低いの

で、順番が廻ってきてしまいます。 

今年はロータリー１００周年に当たりますので、

柳原会長さんと相談をさせていただいた結果、来

年の２月２３日に藤枝クラブさんと合同で祝賀会

をやることになりました。詳細につきましては、

これから両クラブで協議して煮つめていきたいと

思います。 

藤枝クラブは私どもの親クラブですので、これ

からもいろいろとご指導をしていただきたいと思

います。未熟な南の会長ですが、今後ともご指導

ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げまして、ご

挨拶とさせていただきます。 

■ パスト会長卓話        渡辺 篤司君      
７月に入り、暑い日

が続いています。２

０日は東京で３９．

５度千葉では４０度

を越す猛暑でした。 

今日は、パスト会長

の卓話という事で話をさせて頂きます。ＲＩ会長

のジョナサン・Ｂ・マジィアベ氏が掲げたテーマ

は「Ｌｅｎｄ ａ Ｈａｎｄ」国際ロータリー第

２６２０地区２００３～２００４年度ガバナーは

佐藤進氏でありました。 

私も会長という事で、いろいろな体験をさせて

もらいました。ガバナーが帰国後開催した地区チ

ーム研修セミナーから始まり、会長エレクト研修

セミナー地区協議会すべてが甲府の会場でした。

幹事を始め一部の会員の皆様には遠方まで出席頂

き、誠にありがとうございました。 

年度をを振り返って見ると、何か会員の不幸が

多い年だったと思います。小林治助名誉会員、中

山連祐パスト会長、そして会員のご家族の方のご

不幸もあり、近年ない年でもありました。また、

小林様の葬儀の時は、弔辞を上げさせて頂き大変

緊張しましたが、今でも本当に残念でなりません。 

一年間いろいろな事がありましたが、なんとか

終わることが出来ました。これも偏に献身的な小

宮幹事のサポートを始め会員の皆様方のご協力に

感謝申し上げ卓話を終わらせて頂きます。ありが

とうございました。 

 (担当/池ノ谷) 


